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研究実績の概要 

１．緒言 

染色堅ろう度の対象とする範囲は広い。主として繊維の界面に関わる物理・化学現象に絞っても、なお膨大な

守備範囲となる。すなわち、キルト製品を含む染色物の耐光堅ろう性は、繊維科学における最も重要な課題のひ

とつである。その堅ろう度の評価は、これまでの経緯を踏まえて、日本のJIS、国際的なISOおよび米国のAATCC

で定めるブルースケールに依拠している。 

その際、光曝露照射の光源としてキセノンアーク灯と共にカーボンアーク灯が用いられている。特に、わが国

では、試験業務におけるカーボンアーク灯の比重は大きい。さらには、被験試料の変退色レベルの評価は、グレ

ースケールとの照合による視感判定が基本となっている。 

しかしながら、従来、永い伝統を有するこれら標準染色布の相互の特性を系統的に検討した報告書は見当たら

ない。キルト製品の保存には、こうした情報の集積が不可欠であると考えられる。 

本研究では、3 種類の標準染色布の変退色特性を各試験機関での常用の曝露条件において比較検討することを目

的としている。機器的評価方法として、色差の算定も行い、その特性を明らかにすることも本研究における課題

のひとつである。 

 

２．実験方法 

試料には、JIS 3,4,5級、ISO 3,4,5級およびAATCC L2, L4を用いた。これらは、実用においての使用頻度が

高いものである。光照射には、キセノンアーク灯と共にカーボンアーク灯を用いた。照射時間設定は、従来の経

験的変退色特性を考慮にいれた5段階で行った。 

さらに、各照射ごとに試料を取り出して、JIS L 0804グレースケールで判定した。また、色差の測定も同様に

行った。 

標準染色布に使用されている染料は、次のとおりである。JIS：３級 C.I. Disperse Blue 354、４級 C.I. Disperse 

Blue 268、５級 C.I. Disperse Blue 79:1。ISO：３級 C.I. Acid Blue 83、４級 C.I. Acid Blue 121、５級 

C.I. Acid Blue 47。AATCC：L2 Eriochrome Azurole BA (C.I. 43830)、L4  Indigosol Blue AGG (C.I. 73801)。 

また、それぞれの色調は、マンセル表示によれば、次のとおりである。JIS：３級 6.3PB 3.7 / 15.3、４級 4.5PB 

3.1 / 8.0、５級 6.6PB 2.3 / 6.3。ISO：３級 7.1PB 3.2 / 13.4、４級 5.0PB 3.4 / 8.2、５級 7.2PB 3.9 / 10.6。

AATCC：L2 5.2PB 3.6 / 9.1、L4 3.9PB 3.0 / 5.9。  

グレースケールは、1号から 5号までとその中間の 9段階で規定されているが、本研究では、さらにそれらの

中間値を読み取ることにした。たとえば、４号と３－４号の中間と判定した場合には、3.75号と表示した。 

 



３．実験結果および考察 

照射時間を変化させて変退色の関係を定量化した。JIS 3～5級標準染色布のカーボン光源での特性を詳細に検

討した。縦軸には、光照射による変退色のレベルをグレースケールの判定号数で示した。横軸には、曝露時間を

取った。級数の増加につれてより長時間の光照射が必要となることが確認され、いずれの級の試料も段階的に変

退色が進むことが認められた。３級と４級との関係を検討した。４級の照射時間に係数を乗じて、３級の実測値

と重なり合う状態は、実際の曝露時間に1/2.9を乗じると得られることが判った。すなわち、ＪＩＳ４級は３級

より 2.9 倍堅ろう度が高いと見積もられた。また、３級に５級でのデータを重ねるには、1/8.3 を乗じる必要が

あることが判った。つまり、ＪＩＳ5級は３級より8.3倍堅ろう度が高いことが示された。 

カーボン灯光源でのJIS 3級の変退色が短時間で生じ、その傾きも急であることが判った。それに比較してJIS 

4級の変退色の曝露時間に対する変化が緩やかと言える特性であり、全体として、JIS 5級の耐光堅ろう度に類似

しすぎると言えた。 

 一方、キセノンアーク灯では、照射時間に対するJIS 3級とJIS 4級の変退色のレベルはカーボンアーク灯で

より妥当なものと言えた。この場合には、JIS 5級の堅ろう度が高めともみられた。 

 以上のとおり、光源特性による影響は小さくはないと言えた。本来、耐光堅ろう度の級付けとは、1 級上回る

ごとに2倍堅ろう度が高くなることを目指して設定されている。判り易い基準ではある。そのためにはその判定

用の標準染色布もそうして特性を有するものが望まれる。しかし、そうした設計がこの範囲では、厳密な数量的

変化となっていないことが窺われた。 

 さらに、JISおよび ISOに定める標準染色布による耐光堅ろう度の比較を行った。キセノンアーク灯を光源と

するフェードメータにおいて、各級の試料布が、光変退色して、その程度がグレースケールの 4号レベルに達し

た時の時間を対数表示して検討した。JISおよび ISO共において全体としては、良好な直線関係が示された。す

なわちベキ乗則が成立していると言えた。しかし、JIS の方が ISOと比較して、若干退色しやすいと言えた。ま

た、個別には、JIS 1級が、退色が速すぎる、つまり、堅ろう度が低めであること、および、ISO 4級が5級の特

性に近すぎる、つまり、堅ろう度が高めであることが問題点として挙げられた。 

 

４．総括 

標準染色布の各級の堅ろう度は照射光量に対して 1級段階が上がるにつれて、2 倍となる対数関係が期待され

ている。そうした観点からは、JISの特性が、ISOより優れていると解される。変退色のレベル全体としては、お

およそは受容しうる範囲にあると結論される。 

 染色布の耐光堅ろう度に影響する因子は、染料自体の化学物質としての反応性に究極的には由来するのは固よ

りである。一方では、染着する基質による影響は大きい。さらには、退色には量子化学的に規定される染着分子

の劣化に関わる特性波長の解明が不可欠であると言える。 

 


